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【 HyWorks 】
HyWorksの新しいバージョンがリリースされました。
・リリース名: HyWorks v4.1 Hotfix2.1（HF1、HF1.2およびHF2の変更を含む累積リリース）
⽇本では2026年9⽉15⽇よりサポートされています。
また、充分な検証を実施の上、適⽤されることをお勧めいたします。
◆適⽤対象
このリリースは、HyWorksの以下のリリースに適⽤可能です。
HyWorks Controller バージョン v4.1 または v4.1+HF1.2 または v4.1+HF2

Nutanix移⾏の重要事項：
「Migration Helper Tool」のリリース：
ツールの要件：
環境にはすでにPrism Central 7.3以降が導⼊されているが、依然としてAPIv2のPrism ElementまたはAPIv3のPrism
Centralが設定されている。
このユーティリティは、デスクトッププールを最新バージョンのPrism Central（API v4 + API
v4.2）と互換性のある状態に移⾏するのに役⽴ちます。
・移⾏要件と移⾏対象となるデスクトッププールを取得するオプション。
・スムーズな移⾏を実現するための、プールごとの移⾏アクション。
・すべてのプールが移⾏されたら、管理者は既存の Nutanix コネクタを Prism Central に切り替え、推奨される API
バージョン構成を使⽤するだけで済みます。
Nutanix関連の未解決問題：
v4.0またはv4.1へのアップグレード後、以前に構成されていたNutanix Prism ElementはAPIv3を使⽤したPrism
Centralとして構成され、クローン作成、ゴールドマスター、またはスナップショット⼀覧表⽰において機能上の問題が発⽣する可能性があります。

回避策：
アップグレード後にNutanixのサブタイプとAPIバージョンを修正してください。
Prism Central バージョン 7.3 未満および7.0 を超えるバージョンで、APIv4
を使⽤している場合、リカバリポイントからのクローンが正しく動作しません。
Prism Centralをv7.3以降にアップグレードし、HyWorks Controller v4.1-HF2.1でAPIv4 +
APIv4.2を使⽤してください。

◆今回のリリースのハイライト
専⽤デスクトップセッションの接続切断状態
HyWorksは、シングルセッションのデスクトップセッションにおいて「切断済み」ステータスを検出し、報告するようになりました。これにより、管理者とエンドユーザーは、管理コンソー
ルからセッションの状態を正確かつリアルタイムに把握できます。
以前のバージョンでは、HyWorksはエンドポイントまたはエージェントから終了通知を受け取った後、単⼀セッションのデスクトップセッションを削除していました。
要件：この機能改善を利⽤するには、以下の互換性のあるモジュールバージョンが必要です。
・HyWorks Controller：v4.1-HF2.1 以降
・VM Scale Booster：v4.1.0.185 以降
・VM Scale Boosterで管理されている専⽤デスクトップが対象となります。
・DVM Tools：v4.1.0.1511 以降
・「Disconnected（切断）」ステータスを正しく報告するために必要です。
<重要事項>
シングルセッションデスクトップに対応したWindows版DVMツールが近⽇中にリリースされる予定です。
Linuxベースのシングルセッションデスクトップは現在サポートされていませんが、近⽇中に互換性が追加される予定です。
その他のバグ修正

詳しくは製品サポートまでお問い合わせください。
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